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を開発した。ProBo は TODO リストやガントチャート形式のスケジュールなどでグループ内の分業体制や活動の見
通しについて意識させ、また他グループヘの参照活動が可能となる機能を有することが特徴である。 
 ProBo が授業の中でどのように利用され、どのような有効性を持つのかを探索するため、グループでプレゼンテー
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した問題解決型協調学習が生起するような方法について探った。 























評価、グループワークのための分業体制支援環境 ProBo の開発と評価、対面講義に連携した e ラーニング支援システ
ム exCampus の開発や評価など６つの章に分けてまとめている。 
 遠隔教育支援チャット・システムに関する研究では、参加者に司会、要約等の役割を交代で付与することで、話題
の混乱や発言内容の偏りが減少する可能性を示している。分業体制支援環境では、グループでのプレゼンテーション
作成において、分担を意識し進行状況を共有すると共に、他グループの活動を参照することの有効性や課題を示して
いる。e ラーニング支援システムでは、対面講義の記録映像や提示資料、電子掲示板やメールマガジンなどを複合し
て利用可能な遠隔教育環境を構築できるオープンソース・システムを開発すると共に、外部専門家や異なる大学の学
生が参加する講義実践を通して、学習が促進される可能性を検討している。このように本論文では、問題解決型協調
学習における学習者間のコミュニケーション支援のもたらす影響を多面的に検討しており、開発されたシステムや研
究成果は、教育工学分野のみならず、ネットワーク環境を利用する教育システムの研究に広く影響を与えるものと考
える。 
 以上の理由から、本論文は、博士（人間科学）の学位論文として十分に価値あるものと判定した。 
